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1 は じ め に

水稲新奨励品種「めんこいなJの本格的普及拡大を図る
ため,1999年 及び2000年に,県内の各地域農業改良普及セ

ンター管内に栽培技術実証圃を設置した。高温年における

「めんこいなJの良食味生産を維持するため,栽培技術実
証圃の試験結果に基づいて,適正な玄米粗蛋自質含有率の

維持に及ぼす影響を生育及び収量構成要素の点から検討し

た。

2試 験 方 法

(0 品種 :めんこいな

0)解析に用いた試験データ
① 1999年栽培技術実証圃24例 :試験場所は県内12ケ

所。移植日は1999年 5月 11日 ～21日。栽植密度は180～

227株/ピ。基肥窒素量は56～9 8kg/10a。 追肥窒素量
は1 1～4 2kg/10a。

② 2000年栽培技術実証圃16例 :試験場所は県内8ケ

所。移植日は2000年 5月 13日 ～26日 。栽植密度は179～

219株/♂。基肥窒素量は52～8 7kg/10a。 追肥窒素量
|ま 12～ 401・g/ 10a。

(31 耕種概要 :機械移植栽培,両年ともには農家慣行法,
追肥は幼穂形成期,減数分裂期の単独及υ粗み合わせによっ

た。

14)調査日及び調査項目

調査日 :6月 10日 ,6月 25日 ,7月 5日 , 7月 15日 , 7
月25日 , 8月 20日 , 9月 15日

調査項目 ;生育特性値 [草丈・繹長・穂長,茎数・穂数 ,

葉数,葉緑素計値 (SPAD502使用)],栄養診断値 (草丈
×茎数X葉色),稲体窒素濃度 (ケ ルダール法による),収

量,味度値 (東洋精米機器製作所・味度メーター使用),

玄米粗蛋自質含有率 (玄米窒素含有率に蛋自係数を乗じた

値とした)

3 試験結果及び考察

0)1999年及び2000年における秋田市の平均気温推移
1999年及び2000年 はともに高温年であった。秋田市の 5

月から9月 までの平均気温は,1999年,2000年の両年で平

年を大きく上回って推移した。秋田市における月別平均気

温は,5月 から9月 まで全ての月で平年を上回り,特に 8

月は両年とも平年差+30℃と大きく上回った (図 1)。
9)味度値と玄米粗蛋自質含有率の関係
味度値と玄米粗蛋自質含有率の関係は,1999年と2000年

において年次間差がみられたが,両年を通じた味度値と玄

米粗蛋自質含有率には高い負の相関関係が認められた。味

度値80以上を得るためには,玄米粗蛋白質含有率が約70
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図 1 秋田市における平均気温の推移
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味度値と玄米粗蛋自質含有率

%以下であることが重要な指標になると考えられた (図 2)。

そのため,滴 Tな玄米粗蛋白質含有率の目安を約70%と
して考察した。

0)生育と玄米粗蛋自質含有率の関係
玄米粗蛋自質含有率に対する基肥窒素量や幼穂形成期の

栄養診断値には,明瞭な相関はなかった。しかし, 8/20
のSPAD502値 と玄米粗蛋自質含有率の関係には高い正の

相関関係が認められた。 8/20の SPAD502値 で36以上の

場合は適正な玄米粗蛋自質含有率を維持できないと思われ

た (図 3)。
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図 3 8/20の SPAD502値 と玄米粗蛋自質含有率

に)収量構成要素と玄米粗蛋白質含有率の関係
精玄米重と玄米粗蛋自質含有率の関係には,明瞭な相関

は認められなかったが,全籾数との関係では高い正の相関

関係が認められた。適正な玄米粗蛋自質含有率を維持する

には,全籾数30～35千粒/ピ程度が妥当であると考えれた

(図 4)。 また,登熟歩合と玄米粗蛋自質含有率の関係には

高い負の相関関係が認められた (図 5)。 同様に玄米生産

効率と玄米粗蛋自質含有率には負の相関関係が認められた

(図 6)。

4 ま  と  め

高温年における玄米粗蛋自質含有率と味度値には極めて
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図 2 図4 全籾数と玄米粗蛋自質含有率

R ={.525 ** x

饉
議

0 ●
●

00   36   70   75   80   35   90   95   :00
登熱歩合(962

図5 登熱歩合玄米粗蛋自質含有率
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図6 玄米生産効率と玄米粗蛋自質含有率

高い負の相関関係が認められ,高蛋自質化に伴い味度値の

低下は著しく,食味低下を引き起こす一つの要因であると

考えられた。

玄米粗蛋白質含有率は,基肥窒素量や幼穂形成期の生育

量の影響に比べ,登熟期間の上葉葉色や上位 3葉の窒素含

有率に大きく影響を受けると推察された。玄米粗蛋白質含

有率と収量との関係は明らかでないが,過剰な籾数は玄米

粗蛋自質含有率を増加させた。これに対して登熟歩合,玄

米生産効率の向上は玄米粗蛋白質含有率を減少させること

から,適正な玄米粗蛋白質含有率を得るためには登熟歩合

と玄米生産効率を高める必要があると思われた。
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